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2 章では，本論文において形式的仕様記述言語として採用した代数的言語ASL について述べる。 ASL における
仕様とは，始記号を指定しない文脈自由文法と公理の集合との 2 字組である o
プロトコル機械の動作を記述している各自然語文では，プロトコル機械の状態が陽に表現されないことが多い。 3
章では， 0 S 1 セションプロトコル仕様の主要部 (265文)を例題に陽に表現されないプロトコル機械の状態を解
析する手法を提案するO 本手法では， (a)自然、語(英語)の構文の性質， (b)各自然語句に割り当てられた型情報， (c)仕
様のドメインに固有の性質(データタイプの性質など)が辞書の一部として蓄えられていると仮定しており，これら
を用いて解析を行う。この解析結果をもとに，自然語仕様は論理式の形の公理に変換される O














5 章では，実行可能な代数的仕様のある部分クラスを定義し，通信フ。ロトコルの自然語仕様から 3 章の手法で得ら
れた論理式の形の代数的公理とその構文を，その部分クラスへ変換する手法について述べる。この部分クラスに属す
る各仕様は， BE と呼ばれるプログラミング言語で記述されたプログラムテキスト (B E プログラムと呼ぶ)とそれ
を解釈実行する機械 (B E インタプリタと呼ぶ)の二つの部分からなっている o B E インタプリタは有限個のレジス
タと非有界の 1/0ノイッファをもち，行うべき動作の系列は BE プログラムによって指定される。本変換法では，プ
ロトコル機械の動作を表す述語の意味はBEサブプログラムで記述され，辞書項目における意味情報として蓄えられ
ていると仮定する o それらの辞書項目を用いて，論理式の形の代数的公理に対する BE プログラムをボトムアップに
構成するo













ることができる。 5 章では代数的仕様の実行可能なある部分クラスを定義し 3 章の手法により自然語仕様から得
られた論理式の形の代数的公理をそのクラスの記述へ変換する手法について述べているo ここで導入されているプロ
グラミング言語BE には，プロトコル機械が行うさまざまな動作系列を記述するための演算子が定義されており，入
力の論理式における述語の意味を表すBEサブフ。ログラムを容易に記述できるようになっている。また，この変換の
問題を，述語に対する BEサブフ。ログラムを合成していく問題として簡潔に扱っているo
また，本論文では上述の変換を実用プロトコル仕様に適用してその有用性を確かめているo
このように，本論文では形式的仕様記述法に基づいた自然語仕様から実行可能フ。ログラムへの有用で興味深い変換
法を提案しており，本論文は博士(工学)論文として価値あるものと認めるo
